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筆者らは、これまでコロナ禍において歌唱が制限されている「不自由感」、対面

授業やオンライン授業に対する学生のポジティブな印象評定が主観的な授業時間

の長さイメージや没入感に及ぼす影響に関する研究を行ってきた。本研究では、

2021 年度から 2023 年度に附属山口小学校の協力を得て実施した、Google フォー

ムを用いた授業の「振り返り」の調査・分析結果をまとめていく。調査項目は、音

楽科における没入感（2021 年度）、さらに「音楽的な見方・考え方」に関する自己

評価をもとに検討した（2022 年度・2023 年度）。2021 年度から 2023 年度の研究に

よって、より詳細で研究の内容に沿った調査項目を精査し、振り返り回答のタイ

ミングを検討（授業後から学習活動後）することで、その分析結果から音楽科にお

ける没入感や「音楽的な見方・考え方」、活動との関連を明らかにした。 

 

 

はじめに 
 筆者らは、コロナ禍において歌唱が制限されている「不

自由感」、対面授業やオンライン授業に対する学生のポジ

ティブな印象評定が主観的な授業時間の長さイメージや

没入感に及ぼす影響、Google フォームを活用した振り返

りに関する研究を行ってきた。Google フォームを活用し

た振り返りの背景として、内閣府によるSociety5.0（人 

工知能、ビッグデータ、Internet of Things、ロボティク

ス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に

取り入れられ、社会の在り方そのものが「非連続的」と言

えるほど劇的に変わることを示唆する社会の姿）、GIGAス

クール構想（2019）、コロナ禍によって1人1台のデジタ

ル端末が実現した「教育現場におけるデジタル環境の改

革」があることは言うまでもない。 

本研究では、附属山口小学校の協力を得て2021年度か

ら2023年度に実施した、Googleフォームを用いた授業の

「振り返り」の調査・分析結果をまとめていく。調査項目

は音楽科における没入感（2021 年度）、「音楽的な見方・

考え方」に関する自己評価（2022年度・2023年度）をも

とに開発し、分析結果から音楽科における没入感や「音楽

的な見方・考え方」、活動との関連を明らかにしていく。 
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Development of a Generic System for Recording Online Classes in Music  

Classes 

－Reflection on “Musical Views and Attitudes” Utilising Online Forms－ 



１．2021年度の研究 
１-１．調査の方法  
調査時期 2022年１月から2022年３月 

対象者 附属山口小学校６年生 67名 

   １組34名（男子18名、女子16名） 

  ２組33名（男子17名、女子16名） 

調査項目 
 1．属性 2．印象に残った授業方法 3．没入感の認識 

 4．感動 5．知識・技能 6．友だちとの活動  

手続き 
 小学生を対象としたGoogleフォームによる調査 
 授業中の「振り返り」の時間に回答 
授業記録 教師日誌 
 
１-２．調査の結果  
（１）クラスごとの授業形態における没頭・感動 
 クラスごとの授業形態における没頭・感動を図１・図２

に示す。 

 
図１ クラスごとの授業形態における没頭 

 
図２ クラスごとの授業形態における感動 

  
１組・２組ともにグラフの形状は同じであるが、数値に

差があること、１組の「感動」は個人よりグループや全体

練習で数値が高くなることは興味深い。 

（２）授業日ごとの没頭・感動 
 授業日ごとの没頭・感動の数値を図３、図４に示す。 

 
図３ 授業日ごとの没頭 

 
図４ 授業日ごとの感動 

 ６年生なので卒業の行事に向けて没頭や感動が高まる

ことが予想されたが、特にそのような結果は見られなか

った。 
（３）最も没頭の数値が高かった授業 
 最も没頭の数値が高かった授業は、１月27日であった。

詳細を表１に示す。 
表１ 最も没頭の数値が高かった授業 

 
また、１月27日の没頭のカウント値を図５に示す。 

 
図５ １月27日の没頭のカウント値 
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 最も没頭し、感動も高かった１月27日は、久しぶり

に長く合奏・合唱の全体練習ができた授業であった。 

（４）相関分析 

表２に相関分析の結果を示す。 

表２ 相関分析の結果 

１-３．まとめと今後の課題

（１）まとめ 

2021年度の研究は、附属山口小学校の協力を得て、

Googleフォームを用いた授業の「振り返り」において音

楽科における没入感を調査し、その結果から音楽科にお

ける没入感の認識や領域・活動との関連を明らかにし

た。 

表２から、「没頭」が「技能」を始め、「理解」「友だ

ち（コミュニケーション）」と関連が見られることはあ

る程度予測できた。また、「感動」が「技能の高まり」

と関連が高いことは、音楽科の独自性の表れではないか

と思われる。最も「没頭」の数値が高かった授業が、コ

ロナ禍で歌唱が制限される中、全体練習の比率を増やし

た授業であったことは興味深い。 

（２）今後の課題 

①Googleフォームによる回答のタイミング 

毎回の授業後と、１週間・1ヶ月後にさらに調査する

ことで、「感動」について何か（「感動」の時間差など）

見えてくるのではないか。すなわち、その場ですぐの回

答と、記憶に残っている回答を併用することが重要。 

②題材の「振り返り」 

③Googleフォームの自由記述 

2021年度は使用しなかったが、自由記述を検討。 

④「没頭」という用語を調査項目に入れることの検討 

没入感・没頭についてその用語そのものを使用しない

項目を検討。 

 今後は、Googleフォームを用いた調査（複数の回答か

ら一つの回答を選択してもらう：ラジオボタン）では、

「とても当てはまる」「当てはまる」を選択しがちとい

う状況を踏まえた上で、没入感の認識と領域・活動との

関連を明らかにしたい。また、歌唱が制限されている状

況での調査だったことから、今後も継続していきたい。 

（３）授業者（石田千陽教諭）の振り返り 

 この年は、コロナ感染症対策も少し緩和され、学年で集

合しての学習ができるようになった。そして、これまでで

きなかった学習形態であり、ほぼ初めて合奏することが

できることを喜んでいた。しかしながら、２年間、表現す

る機会がほとんどなかったため、周囲の人に自分の演奏

を聴かれることへのプレッシャーや、演奏を間違ってし

まうことへの不安感を抱いている子どもが多かった。そ

のため、不安感等を軽減することがなかなかできず、表現

することを楽しむことや感動までたどり着かなかった。 

子どもたちの様子や振り返りを見ていると、合唱や合

奏の練習では、自分のできなかったところや見出した課

題に着目してしまうことが多い。また、高学年になると、

より自分のよさを肯定的に捉えられないことが多いよう

に感じた。そのため、１週間後・１か月後といった自分の

練習の成果をプラス面でも捉えられる時期での再調査も

効果があるように考える。 

２．2022年度の研究

２-１．調査の目的

2022 年度の研究では、「児童は、指導案（略案で良い）

の学習活動ごとに、Googleフォームを用いて30秒程度で

回答すること」「本時の学習活動において子どもに身に付

けさせたい項目を、学習活動ごとに教師が表から選択す

ること」とした。後述の表３は、「個人、知識」「個人、技

能」「ペア・グループ、知識」「ペア・グループ、技能」の

４パターンから教師が「学習活動のねらい」「異時点間の

ねらい」を選択できるよう、「音楽的な見方・考え方」を

もとに作成したものである。さらに、附属学校の児童生徒

と教師を対象として音楽の授業に対する没入感（対象；児

童）と授業内容と授業に対する効力感（対象；教師）の継

続的記録を行い、児童生徒や教師を対象としたGoogleフ

ォームを用いた学習行動や日常的な教育活動の記録に関

するノウハウの蓄積を目指す。

２-２．調査の方法

調査時期 2023年2月から2023年３月 

対象者 附属山口小学校５年生67名 

１組33名（男子16名、女子17名） 

２組34名（男子17名、女子17名） 

手続き 児童は、指導案（略案）の学習活動ごとに、

Google フォームを用いて30秒程度で回答すること（実

際は授業終了前に回答した）。本時の学習活動において

子どもに身に付けさせたい（ねらいの）項目を、学習活

動ごとに教師が表３から選択すること。（実際は全ての

学習活動を１パターンの項目で振り返りを実施） 

教師による授業記録 指導案（略案） 
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２-３．調査の項目 
（１）知識・技能に係る振り返り 

 知識・技能に係る振り返り項目を表３に示す。 

表３ 知識・技能に係る振り返り 

 
（２）Googleフォーム例 

Googleフォーム例を図６に示す。 

 

 図６ Googleフォーム例 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 日付による評定値の変化（問い１〜５） 

２-４．調査結果 

（１）日付による評定値の変化 

 問い３の没頭項目と他の項目との関係を明らかにする

目的で、日付による評定値の変化（問い１〜５）を図７

に示す。 

また、日付による評定値の変化（問い３、６、７）を

図８に示す。 

 問い１〜７は、下記の通り。 

 

なお、回答は全て９件法である。 
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図８ 日付による評定値の変化（問い３、６、７） 

 

（２）知識、個人の活動 

 知識、個人の活動を図９に示す。 

 

 

 

図９ 知識、個人の活動 

 

（３）技能、個人の活動 

 技能、個人の活動を図10に示す。 

 

 

図10  技能、個人の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）知識、ペア・グループの活動 

 知識、ペア・グループの活動を図11に示す。 

 

 

 

図11  知識、ペア・グループの活動 

 

（５）技能、ペア・グループの活動 

  技能、ペア・グループの活動を図12に示す。 

 
 

 

図12  技能、ペア・グループの活動 
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２-５．授業者（石田千陽教諭）の振り返り 

調査を行う１か月前に合唱・合奏の発表を行ったこと

により、子どもたちは表現することの楽しさを味わい、感

動・没頭の高まりを感じている。そのため、「早く表現し

たい」という思いが高まっていたため、鑑賞領域の学習に

比べ、表現をした授業では子どもたちの積極性が高まっ

ていたように思う。鑑賞領域であっても、子どもたちが達

成感を味わったり、鑑賞見出せることをより子どもにと

って有意義なものにしたりしていかなければならないで

あろう。 
  

３．2023年度の研究 
３-１．調査の方法 

調査時期 2024年１月30日から３月６日 

指導者・教師日誌作成 石田千陽教諭 

対象者 附属山口小学校５年生  

１組35名（男子16名、女子19名） 

２組34名（男子15名、女子19名） 

調査方法 

・活動ごとに「振り返りシート」にメモ（チェック） 

・Googleフォームによる調査：授業中の「振り返り」の

時間にメモの内容を含めて回答 

 

３-２．調査の項目 

（１） 振り返りシート 

 振り返りシートにおける調査項目を、図13に示す。 

 音楽科における「楽しさ」を構成する「分かる」「で

きる」「コミュニケーション」に係る設問を、１〜３に

設定している。 

 

 

図13 振り返りシート 

 この「活動１」の項目は、「音楽的な見方・考え方」を

もとに検討した。なお、図14は筆者らが作成した。 

 

図14 音楽的な見方・考え方 

（２）授業日誌 

 授業を実施した教師による授業日誌を、表４に示す。 

表４ 教師による授業日誌 
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３-３．調査結果  

（１）活動１で「分かったこと」のクロス集計 

 授業回における活動１で「分かったこと」のクロス集計

を、表５に示す。 

表５ 活動１で「分かったこと」のクロス集計 

授業と活動1の振り返りのクロス集計 

 
① ② ③ ①＋② ①＋③ ②＋③ ①②③ 総計 

1/30/1時間目1組 
  

2 1 1 2 3 9 

1/31/1時間目2組 
 

1 2 5 7 3 14 32 

2/1/2時間目1組 1 1 1 10 3 11 7 34 

2/15/5時間目1組 2 2 1 9 1 5 13 33 

2/21/1時間目2組 2 
 

3 5 2 3 17 32 

2/22/1時間目1組 2 
 

2 9 3 1 11 28 

2/22/1時間目2組 3 1 3 12 2 
 

13 34 

2/7/1時間目2組 1 
 

2 9 1 5 16 34 

2/8/1時間目1組 
 

4 
 

9 3 2 15 33 

2/8/3時間目2組 2 
 

1 12 2 2 13 32 

総計 13 9 17 81 25 34 122 301 

（２）活動２で「分かったこと」のクロス集計 

授業回における活動２で「分かったこと」のクロス集計

を、表６に示す。 

表６ 活動２で「分かったこと」のクロス集計 

授業と活動2の振り返りのクロス集計 

 
① ② ③ ①＋② ①＋③ ②＋③ ①②③ 総計 

1/30/1時間目1組 
  

2 1 1 1 4 9 

1/31/1時間目2組 
 

2 2 6 6 2 14 32 

2/1/2時間目1組 
 

1 1 9 6 5 12 34 

2/15/5時間目1組 4 1 3 8 3 3 11 33 

2/21/1時間目2組 1 3 
 

6 7 2 13 32 

2/22/1時間目1組 
 

1 1 8 1 2 15 28 

2/22/1時間目2組 5 1 1 8 3 2 14 34 

2/7/1時間目2組 4 
 

1 8 5 2 14 34 

2/8/1時間目1組 2 3 
 

5 6 4 13 33 

2/8/3時間目2組 
 

2 1 8 4 2 15 32 

総計 16 14 12 67 42 25 125 301 

（３）活動１における技能のクロス集計 

活動１における「自分なりの技能の課題に取り組み、思

いや意図に合った表現に必要な技能を身に付けることが

できた」の回答のクロス集計を表７に示す。 

  表７ 活動１における技能のクロス集計 

授業回と 【活動１】  自分なりの技能の課題に取り組み、思いや意図に合った表現に必要な技能

を身に付けることができた。の回答のクロス集計 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 総計 

1/30/1時間目1組        3 6 9 

1/31/1時間目2組     1 1 1 2 27 32 

2/1/2時間目1組     1    33 34 

2/15/5時間目1組   1   2 5 6 19 33 

2/21/1時間目2組 1    1  1 2 27 32 

2/22/1時間目1組      3 2 6 17 28 

2/22/1時間目2組      2 4 3 25 34 

2/7/1時間目2組      1 1 3 29 34 

2/8/1時間目1組  1    1 4 7 20 33 

2/8/3時間目2組       1 3 28 32 

総計 1 1 1  3 10 19 35 231 301 

（４）活動２における技能のクロス集計 

活動２における「自分なりの技能の課題に取り組み、思

いや意図に合った表現に必要な技能を身に付けることが

できた」の回答のクロス集計を表８に示す。 

表８ 活動２における技能のクロス集計 

授業回と 【活動２】  自分なりの技能の課題に取り組み、思いや意図に合った表現に必要な技能

を身に付けることができた。の回答のクロス集計 

 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 総計 

1/30/1時間目1組 
       

4 5 9 

1/31/1時間目2組 
       

1 31 32 

2/1/2時間目1組 
      

1 1 32 34 

2/15/5時間目1組 
  

1 
  

2 2 7 21 33 

2/21/1時間目2組 
    

1 
 

1 5 25 32 

2/22/1時間目1組 
   

1 1 1 1 8 16 28 

2/22/1時間目2組 
     

2 1 7 24 34 

2/7/1時間目2組 
     

1 3 2 28 34 

2/8/1時間目1組 
 

1 
    

2 8 22 33 

2/8/3時間目2組 
    

2 
 

1 2 27 32 

総計 0 1 1 1 4 6 12 45 231 301 
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（５）活動１における「コミュニケーション」のクロス集

計 

活動 1 における「友達と仲良く思いや意図を共有した

り、いろいろな感じ方や考え方等に接したりすることで、

曲や演奏のよさを見いだすことができたり、理解が深ま

ったりした」の回答のクロス集計を表９に示す。 

表９ 活動１における「コミュニケーション」のクロス集計 

授業回と【活動１】  友達と仲良く思いや意図を共有したり、いろいろな感じ方や考え方等に接し

たりすることで、曲や演奏のよさを見いだすことができたり、理解が深まったりした。の回答のク

ロス集計 

 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 総計 

1/30/1時間目1組 
       

4 5 9 

1/31/1時間目2組 
     

1 1 5 25 32 

2/1/2時間目1組 
   

1 3 2 3 9 16 34 

2/15/5時間目1組 
  

1 
   

5 8 19 33 

2/21/1時間目2組 
    

1 1 1 7 22 32 

2/22/1時間目1組 
      

2 6 20 28 

2/22/1時間目2組 
     

4 1 4 25 34 

2/7/1時間目2組 
      

3 4 27 34 

2/8/1時間目1組 
 

1 
  

1 1 3 9 18 33 

2/8/3時間目2組 
     

1 2 10 19 32 

総計 0 1 1 1 5 10 21 66 196 301 

（６）活動２における「コミュニケーション」のクロス集

計 

活動２における「友達と仲良く思いや意図を共有した

り、いろいろな感じ方や考え方等に接したりすることで、

曲や演奏のよさを見いだすことができたり、理解が深ま

ったりした」の回答のクロス集計を表10に示す。 

表10 活動２におけるコミュニケーションのクロス集計 

授業回と【活動２】  友達と仲良く思いや意図を共有したり、いろいろな感じ方や考え方等に接

したりすることで、曲や演奏のよさを見いだすことができたり、理解が深まったりした。の回答

のクロス集計 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 総計 

1/30/1時間目1組        4 5 9 

1/31/1時間目2組     1  3 6 22 32 

2/1/2時間目1組   1  1 3 3 8 18 34 

2/15/5時間目1組  1   1  4 6 21 33 

2/21/1時間目2組     1 1 5 3 22 32 

2/22/1時間目1組     1 1 1 9 16 28 

2/22/1時間目2組    1 1  3 2 27 34 

2/7/1時間目2組     1 3 1 6 23 34 

2/8/1時間目1組  1     5 7 20 33 

2/8/3時間目2組       2 6 24 32 

総計 0 2 1 1 7 8 27 57 198 301 

３-４．授業者（石田千陽教諭）の振り返り  
この年は、行事の関係で合奏練習に割く授業時間数が

少なく、通常に近い授業を多く設定することができた。よ

り曲の特徴にふさわしい表現を行うために必要な要素へ

着目した授業となり、活動よりも音楽を聴く場面が多か

った。しかしながら、音楽は目に見えず流れていくもので

あるため、仲間とのコミュニケーションの場は多く設定

し、できる限り子どもたちの記憶に残るよう、聴き取った

ことや感じ取ったことに自信をもつことができるよう授

業を行った。「分かったこと」のクロス集計から、分から

ない、分かりにくいと答えた子どもが多くいることが明

らかである。問いかける際に使用した「音楽を形づくって

いる要素」をさらに選別し、子どもたちが着目しやすかっ

たり、着目できていなくても分かったときの驚きや嬉し

さを抱いたりできるような発問を考える必要があると思

われる。 
 
おわりに 

 本研究では、附属山口小学校の協力を得て2021年度か

ら2023年度に実施した、Googleフォームを用いた授業の

「振り返り」の調査・分析結果をまとめてきた。 

（１）調査項目の検討 

 調査項目は音楽科における没入感（2021 年度）、「音楽

的な見方・考え方」に関する自己評価（2022 年度・2023

年度）をもとに開発した。 

2021 年度はコロナ禍で歌唱活動やコミュニケーション

に係る集団での活動が制限されていたため、学習形態（個

人、グループ、全体）や活動と「没頭」「感動」について

振り返り項目を設定した。 

2022年度は、「本時の学習活動において子どもに身に付

けさせたい項目を、学習活動ごとに教師が表から選択す

ること」とした。「個人、知識」「個人、技能」「ペア・グ

ループ、知識」「ペア・グループ、技能」の４パターンか

ら教師が「学習活動のねらい」「異時点間のねらい」を選

択できるよう、「音楽的な見方・考え方」をもとに作成し

たものである。 

2023年度は、音楽科における「楽しさ」を構成する「分

かる」「できる」「コミュニケーション」に係る設問を設定

した。「分かる」については、「音楽的な見方・考え方（図

14参照）」における「聴き取ったこと」「感じ取ったこと」

「自己のイメージや感情、生活や文化、楽曲の背景」の関

連付けを調査項目とした。 

調査項目については、より詳細で研究の内容に沿った

項目に精査されたと感じている。 

（２） Googleフォームによる回答のタイミング 

2021年度は毎回の授業終わりのタイミングでGoogleフ

ォームにて振り返りの回答、2022 年度は「児童は、指導
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案（略案で良い）の学習活動ごとに、Google フォームを

用いて30秒程度で回答すること」としたものの、実際に

は学習活動後にタブレットを使用すると授業の流れを中

断することから、授業終わりのタイミングに回答するこ

ととなった。 

2023年度は、授業において大きく２つの活動を設定し、

活動１の振り返りは「メモ」にチェックし、活動２の後に

まとめてGoogleフォームに回答するという方法を選択し

た。 

学会発表の質疑応答において、「毎回の授業後と、１週

間・1 ヶ月後にさらに調査することで、何か（「感動」の

時間差など）見えてくるのではないか」、すなわち、その

場ですぐの回答と、記憶に残っている回答を併用する方

法をアドヴァイスしていただいたので、今後の課題とし

たい。 

（３）分析結果 

 本研究では、分析結果から音楽科における没入感や「音

楽的な見方・考え方」、活動との関連を明らかにした。 

2021 年度は、授業時間の長さイメージは活動によって

大きく異なり、一方で同じ活動であっても高い没頭を示

す児童は授業時間を短く感じ、低い没頭を示す児童は授

業時間を長く感じていた。没頭という言葉を用いて没入

感を測定することに対する積極的データが得られた。 

 2022年度は、「音楽的な見方・考え方」をもとに項目を

作成し、さらに、音楽の授業に対する没入感（対象；児童）

と授業内容と授業に対する効力感（対象；教師）の継続的

記録を行った。没頭項目と他の項目との関係については、

「面白い」「頑張った」「はっきりした」「積極的」「勉強で

きた」の項目は同様の評定値の変化が見られるものの、

「上手になった」の項目は領域・分野との関わりもあり、

没頭項目との関連性は明らかではなかった。 

 2023年度は、音楽科における「楽しさ」を構成する「分

かる」「できる」「コミュニケーション」に係る設問を設定

した。したがって、「楽しさ」や「没頭」は具体的な項目

には入っていないものの、「分かる」「できる」「コミュニ

ケーション」のクロス集計から、音楽科における「楽しさ」

や「没頭」についてどうだったか、ある程度予測できた。

また、「音楽的な見方・考え方」については、表５・表６

のクロス集計（①「聴き取ったこと」②「感じ取ったこと」

③「自己のイメージや感情、生活や文化、楽曲の背景」の

関連付け）から、児童や教師の意識や自己評価が高いこと

が明らかである。 

今後は、これまでの研究結果や課題を踏まえ、児童生徒

や教師を対象としたGoogleフォームを用いた学習行動や

日常的な教育活動の記録に関するノウハウの蓄積を目指

したい。 
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